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「在宅における口腔 リハ と摂食 ・嚥下障害の基礎知識」
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　口の働 きは大きく分けて,物 を食べるという消




　物を食べ る過程では,唇 や前歯で感 じた食べ物
の感覚によって,食 べ物 を前から後ろへ送ってい
きます。のどの部分ではふだん開いている気道を
ふさぎ,か わりに食道を開いて食べ物 を押 し込み




























蒙 して行 くべ きで,嗽 や口腔清拭だけでは,口 腔







　介護の基本は,入 浴 と排泄 と食事ですが,な か
で も食事の介護の部分や口腔ケアについては,現
在 もなお ざりにされている傾向にあります。単に
口から食べ させ るのではな く,食事の介護の基本
は,口 を清潔に保って呼吸器感染 を予防す るとと






　「食べる,噛 む,飲 み込む」 ということを,要
介護の方 に味わいなが ら感 じていただ くことに
よって,生 きる意欲を引き出せ るような個々に合
わせた環境づ くりが必要です。そのためには歯科




要性が尊ばれてきて,お 口か ら物 を食べるという
人間の最後までの欲望(希 望)を 叶えて挙げられ
る,歯 科医師の役割は大 きい と願 っています。今
回,歯科医師として在宅における口腔 リハと摂食 ・
嚥下障害にどのようにかかわっているか,お 話を
させて頂きました。
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